
平成２９年度 自 己 評 価 表 

鳥取県立鳥取湖陵高等学校      

中長期目標 

（１）生徒一人ひとりの心情を理解し、共感と相互信頼に基づいた指導を行う。 

（２）生命を尊ぶ心、人権尊重の心を育て、共生の精神を養う。 

（３）実験や実習などの実践的学習により、勤労観・職業観を養う。 

（４）特別活動を重視し、生徒の自主性・主体的な学習を促進し、協調性を養う。 

（５）資格・検定の取得やキャリア教育の充実により、生徒一人ひとりの進路実現を図る。 

 
今年度の 

重点目標 

教育活動全体をとおして生徒理解を徹底し、 

一人ひとりに応じたきめ細かな教育を行う。 

（１）学力向上の推進  

（２）ＩＣＴ教育の推進 

（３）キャリア教育の推進  

（４）活力ある学校づくり  

（５）開かれた学校づくり 

 

年  度  当  初 達成度参考基準 

学校評価アンケート 

(生徒・保護者) 等 

評 価 結 果   

評価項目 評価の具体項目 現 状 目 標 目標達成のための方策 経過・達成状況 評価 改善方策 

学力向上

の推進 

○学力向上と学習指導

の改善 

 ～鳥取湖陵高校流の

学びの集団づくり～ 

○教職員各自１回以上の公開授業は、予定どおり実施さ

れており、複数回実施の職員も増加。協同学習公開授

業研究会を校外に公開実施し授業改善に取り組んで

いる。 

○「学び合い」を取り入れた授業の実践

をさらに推進するとともに、学び合い

と一斉授業のバランスのとれた鳥取

湖陵高校流の授業づくりを推進する。 

○引き続き各自 1回以上の公開授業を進めるとともに、同

じ教科内の積極的な授業参観を促す。継続して協同学習

の研修会ならびに授業研究会を行い職員の力量を高め

ることを目指す。 

○本校の先生は授業がわかりやすいよう

に工夫をしていると答えた生徒の割合

（H28 年度末 73.2%） 

Ａ80%以上 Ｂ75%以上 Ｃ70%以上 

Ｄ65%以上 Ｅ65%未満 

   

○基礎学力の定着 

○家庭学習がほぼ毎日できている生徒の割合は、わずか

に増加したが、自宅学習を定着化することが十分出来

ていない。 

○家庭学習がほぼ毎日できていると回

答する生徒を昨年度より増加させる。 

○各科・教科で資格・検定の学習や週末課題・小テスト等

の取組を進め、点検・評価することで自宅学習を促す。 

○生徒の家庭学習がほぼ毎日できている

生徒の割合（H28 年度末 27.6%） 

Ａ35%以上 Ｂ30%以上 Ｃ25%以上 

Ｄ20%以上 Ｅ20%未満 
   

○基礎力診断テストを年３回実施するなど基礎学力向

上に向けた取組を進め、その効果が少し表れている。 

○基礎学力の向上と各科の専門技術の

習得をとおして、生徒の学習意欲の向

上を図る。 

○鳥取大学の学生による学習ボランティア学習会への参

加を積極的に進める。１年生の国語・数学・英語の授業

において習熟度別授業を実施する。 

○基礎力診断テストの結果が D ゾーンに

該当する生徒数の割合（H28 年度末 54.4%）

A45%未満 B50%未満 C55%未満  

D60%未満 E65%未満 

ＩＣＴ教

育の推進 

○ｉＰａｄを導入した

協同学習の推進及び

他校との連携等によ

る活用の発信 

○授業における iPad の使用頻度は授業日の１日当たり

貸出回数延べ４回と活用されている。 

○専門学科である情報科学科１･2 年生は、iPad を使っ

た特別支援学校との交流を継続して行っている。ま

た、ホームページ作り等で地域と連携した取組みは多

く行っている。 

○授業にｉＰａｄを用いたＩＣＴを導

入することにより、授業改善をより一

層推進し、主体的な学習者を育成す

る。 

○情報科学科において特別支援学校と

の交流等、様々な場面での効果的な活

用を提案し発信していく。 

○有用なアプリの追加や職員研修会の実施により使って

慣れる形で職員の意識改革を図る。ｉＰａｄを活用した

授業研究会を行うことにより授業改善をより一層推進

していく。 

○iPad を常時携帯している情報科学科生徒の iPad に、学

習支援ソフトをインストールして学力向上にむけ積極

的な利用を促す。 

○ｉＰａｄを使うことで授業に関心を持

ち、主体的に取り組むようになったと答

えた生徒の割合(H28 年度 全校 63.4%) 

Ａ85%以上  Ｂ75%以上  Ｃ70%以上  

Ｄ65%以上  Ｅ60%未満 

   

キャリア

教育の推

進 

 

○キャリア教育（勤労

観・職業観を育てる教

育）の充実 

～３年間を見通した

進路指導の実施 

○1 年次から「キャリア塾」等を実施し、進路指導部を

中心とした３年間を見通した組織的な取組を早い時

期から継続実施している。課外指導や学習セミナーへ

の参加者も増加傾向にある。 

○自分の学力や適性を認識させる工夫

や取り組みを実践し、自己を磨くため

に必要な態度を育成する。その中で生

徒の勤労観・職業観を育て、進路意識

の高揚を図る。 

○就職・進学に向け、面接指導の充実を図る。また、先輩

からのアドバイス会（進学）を実施し進路意識を高める。

1・2 年生の進路ガイダンスを 10 月・3 月に実施し、進

路意識の向上を目指す。進学希望生徒の校外模試の受験

を呼びかけ、意識の変容を目指す。 

○本校は自分の適性や進路希望を生かし

た進路指導が行われていると答えた生

徒の割合（H28 年度末 80.6%） 

Ａ85%以上 Ｂ80%以上 Ｃ75%以上 

Ｄ70%以上 Ｅ70%未満 

   

○規範意識の確立と礼

儀・マナーの指導の充

実 

○生徒の主体的な「気づき」の指導を推進している。ほ

とんどの生徒が、整備された服装・頭髪で登校してい

るが、礼儀やマナーの部分でさらに徹底した指導が必

要である。 

○高校生らしい端正な身だしなみ、社会

人として求められる礼儀・マナー等を

身につけさせるため「気づき」の指導

を徹底していく。 

○服装や身だしなみ整備以外に、遅刻を無くする等の時間

厳守の取組や挨拶指導等についても、生徒とのきめ細や

かな面談や家庭との密な連携を行い「気づき」の指導を

徹底していく。 

○服装や身だしなみがきちんと整ってい

ると答えた生徒の割合（H28 年度末 

91.8%） 

Ａ95%以上 Ｂ90%以上 Ｃ85%以上 

Ｄ80%以上 Ｅ80%未満 

   

○人間関係形成力の構   

 築 

○いじめアンケートを年３回実施。ＱＵアンケートも踏

まえながら、良好な学級集団づくりに取り組むととも

に人権教育ＬＨＲを充実させ、自らの課題として取り

組む参加型ＬＨＲを推進している。 

○生徒の実態を踏まえながら、人間関係

や自己の生き方・在り方を考えさせる

教育活動を充実させる。 

○ＱＵアンケートやいじめアンケート結果を踏まえなが

ら、HR担任、保健室、SSWとの連携を深め、生徒の小さ

な変化を見逃さないように努める。人権教育ＬＨＲ充実

のためＨＲ推進委員と連携をとり、自らの課題として主

体的に取り組むＬＨＲを推進する。 

○人権や命を大切にする心を育てる教育

がおこなわれていると答えた生徒の割

合（H28 年度末 86.4%） 

Ａ90%以上 Ｂ85%以上 Ｃ80%以上 

Ｄ75%以上 Ｅ75%未満 

   

活力ある

学校づく

り 

 

○学校裁量予算 学校

独自事業の推進によ

るスペシャリストの

育成 

○学校独自事業を推進し小中学校との交流や中学校へ

の出前授業、各種催しへの参加、更には資格取得の取

り組み等、着実に成果を上げている。 

○「技術挑戦事業」、「調査・研究」、「チ

ャレンジ資格」などのスペシャリスト

育成事業に取組み、専門高校としての

活力ある学校づくりを推進する。 

○２・３年次の課題研究の学習内容を充実することで主体

的に学習に取組む姿勢を育む。資格取得に積極的に取り

組み、生徒一人当たり年間１．７件の資格以上の取得を

定着させる。 

○生徒一人当たりの取得資格・検定数（H28

年度末 1.2 件） 

Ａ1.7 件以上 

Ｂ1.5 件以上 Ｃ1.2 件以上 

Ｄ1.0 件以上 Ｅ1.0 件未満 

   

○生徒会活動、特別活

動、部活動、ボランテ

ィア活動等の充実 

○青陵祭文化・体育の部の自主的な運営等、執行部の活

動は活発である。中学生部活体験、体験入学など生徒

会として積極的に内容の充実に貢献することができ

た。1年生の部活動加入率は上昇した。 

○生徒会活動、部活動、ボランティア活

動、ＴＥＡＳ活動等をとおして、生徒

の自主的な活動をさらに広げる。 

部活動参加意欲を高め継続的な活動

を推進する。 

○各種委員会活動等、自主的な活動ができるよう支援して

いくとともに、部活動結果報告を行い、部活動参加意欲

を高めることにより部活動活性化を図り、部活動加入率

８５%以上を維持していく。 

○自分は部活動に積極的に取り組んでい

ると答えた生徒の割合（H28 年度末 

73.5%） 

Ａ85%以上 Ｂ80%以上 Ｃ75%以上 

Ｄ70%以上 Ｅ70%未満 

   

開かれた

学校づく

り 

○学校外との交流の推

進と広報活動の充実 

○専門高校の特性を活かした地域交流事業は活発であ

る。ホームページの更新は、各分掌・学年・部活動で

温度差があり、まだ迅速に行うことができていない部

分もある。 

○「異世代交流事業」、「地域ときらり事

業」などの地域交流事業をより一層推

進する。また、学校教育活動に関する

情報を適切にわかりやすく発信する。 

○ホームページの更新を各分掌・学年・部活動で温度差な

く迅速に行うよう取り組むとともに、学校情報紙を中学

校や地域、家庭に配布し広報を積極的に行う。また、地

域と連携した土曜授業等事業についても取り組む。 

○ホームページ等を活用して積極的に情

報発信していると答えた保護者の割合

（H28 年度末 74.2%） 

Ａ75%以上 Ｂ70%以上 Ｃ65%以上 

Ｄ60%以上 Ｅ60%未満 

   

○湖陵フェスタの開催 

○多数の地域住民や保護者・中学生に本校に来ていただ

いた。各科の学習内容や取組を理解してもらうよい機

会となり、積極的な学校ピーアールができた。 

○湖陵フェスタを開催することで、本校

の教育をより積極的に地域、企業、関

連進学先、中学生に知っていただき、

学校の魅力を発進する。 

○各学科との連携と生徒実行委員会を中心に、生徒の活動

を積極的に引出すことで、湖陵フェスタをより充実した

ものとする。 

○折込広告やポスター掲示等により、フェスタの開催を積

極的に広報する。 

○湖陵フェスタ来場者アンケートで湖陵

高校についてよく理解できたと答えた

割合で判断する。（H28 年度末 83%） 

Ａ80%以上 Ｂ70%以上 Ｃ60%以上  

Ｄ50%以上 Ｅ50%未満 

   

評価基準 A:十分達成[100％]  B:概ね達成[80％程度]  C:変化の兆し[60％程度]  D:まだ不十分[40％程度]  E:目標・方策の見直し[30％以下] 

 


